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令和５年１２月１１日 

 

 

五戸町議会第３６回定例会 一般質問通告一覧表 

 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

柏 田 匡 智 五戸町消防団の分

団再編状況と車両備

品購入の考え方につ

いて 

消防団員の減少・高齢化に伴い、分団

の再編・機能別団員の制度化を進めた中

での現状について質問する。 

また、今年度の春、倉石又重地区で２

日連続の林野火災が発生した際、先着分

団のタンク車は配備されている中で一

番細い５０ｍｍホースによる放水を開

始、延長する際、常備消防は４０ｍｍホ

ースをつなげようとしたが径が異なる

ため、作業が遅延した事例がある。車両

備品は通常車両購入時に更新されるが、

現在において常備消防・各分団において

差異が生じている。よって今後車両備品

の更新・購入の考え方について質問す

る。 

(1) 分団の再編・機能別団員の現状につ

いて 

(2) 分団員の年齢層について 

(3) 常備・分団における４０ｍｍホー

ス・管そうの配備状況・有用性につい

て 

(4) 今後車両備品の更新・購入の考え方

について 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

髙 奥 浩 明 １．五戸町の公式ＳＮ

Ｓ活用状況につい

て 

 

 

 

 五戸町ではいくつかのツールで公式

ＳＮＳを運用している。自治体の公式Ｓ

ＮＳは町外からの観光客誘致、町内への

連絡事項の通知などに非常に有効な伝

達手段であり、県内でもいくつかの自治

体は有効に活用している状況が見られ

る。 

五戸町の公式ＳＮＳ活用状況につい

て伺う。 

(1) 五戸町の公式ＳＮＳ各々について、

方針（目的、対象者）と現状（発信数、

発信内容、利用者数、及び利用者を増

やすための取組）について 

(2) ケーブルテレビ等に故障が発生し

た場合、公式ＳＮＳは有効な予備情報

伝達手段になり得ると考えるがいか

がか 

 

   ２．木村秀政ホールの

今後について 

 五戸町図書館木村秀政ホールは子育

て世代を対象とした施設にリニューア

ル予定となっている。木村秀政氏の関わ

ったＹＳ－１１はいまだに唯一の国産

旅客機であり、木村秀政氏は五戸町の名

誉町民でもある。木村秀政ホールには木

村秀政氏とＹＳ－１１に関する貴重な

資料が展示されている。 

木村秀政ホールの展示物の今後につ

いて伺う。 

(1) 木村秀政ホールリニューアルの計

画と進捗について 

(2) 木村秀政ホールの展示物の取扱計

画について 

(3) 木村秀政ホールを閉めるに当たり、

町民に木村秀政氏の業績を知っても

らうようなイベントの計画はあるか 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ３．個人情報保護法に

基づく安全管理措

置について 

 令和５年４月１日より、令和３年に改

正された個人情報の保護法が地方自治

体にも施行されることとなった。改正個

人情報保護法６６条１項によると、「保

有個人情報の漏えい、滅失又は毀損の防

止その他の保有個人情報の安全管理の

ために必要かつ適切な措置を講ずる義

務を負う」とされている。 

具体的に講じなければならない措置

として、ガイドラインには「基本方針の

策定」「個人データの取扱いに係る規律

の整備」「組織的安全管理措置」「人的安

全管理措置」「物理的安全管理措置」「技

術的安全管理措置」「外的環境の把握」

が挙げられている。 

五戸町における改正個人情報保護法

の順守状況について伺う。 

(1) 過去に個人情報漏えい等の事例は

あるか 

(2) 個人情報保護法に基づく安全管理

措置に対してどのようなルール整備

がなされ、運用されているか 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．上市川地区に計画

中の産直施設の進

捗状況について 

 現在、上市川地区に建設予定の産直施

設について質問する。 

農家の方や町民の方々の関心も高い

のではないかと思う。 

ついては次の項目についてお答え願

いたい。 

(1) 現在、産直施設の建設に向けて準備

中と思うが、改めて施設の規模とその

建築費、また、冷蔵庫、ショーケース

等備品類についてはいかがか。 

(2) 現在までの運営主体になる方々、及

び公募中の運営者の動向については

いかがか。 

(3) 先日の免税軽油申請時に、産直施設

への農産物出荷のアンケートを実施

していたが、その集計の結果について

はいかがだったか。 

(4) 産直施設のみならず、医療施設の誘

致もするとのことだが、誘致に至った

経緯を御説明願いたい。 

(5) 産直稼働後に発生するランニング

コスト（光熱水費、修理、修繕等）の

算定はいかがか。また、その負担者は

誰が担うか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．年々増加傾向にあ

る町内の空き家、空

き店舗の対策につ

いて 

空き家、空き店舗の調査を実施した結

果についてどのような対策を講ずるの

か、年々増加傾向にある空き家、空き店

舗についてその活用方法と、所有者不明

の空き家はどうするか。 

ついては次の項目についてお答え願

いたい。 

(1) 調査はいつからいつまで行ったか。

その結果、空き家と思われる民家、店

舗の実数は何軒あるか。また、調査し

た会社はどちらか。 

(2) 調査した結果で所有者不明の空き

家、空き店舗は何軒あったか。 

(3) 所有者不明に至った主な原因はな

んであると考えるか、また、所有者不

明の家屋についてはどのような対策

があるか。 

(4) 空き家、空き店舗を放置することは

防犯、防災上悪影響があると考える。

その対策はいかがか。 

(5) 現在、空き家バンクに登録されてい

る件数は何軒か。また、問合せ件数の

推移はいかがか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

４ 一 問
一 答 

川 﨑 七 洋 １．上市川の産直施設

建設の状況と今後 

上市川地区に建設が予定されている

産直施設について現在協議が進められ

ている状況と思うが、県道２０号線は車

通りも多く、利便性のよい土地であるた

め期待のできる場所だと考えている。現

在の状況について以下のとおりお伺い

する。 

(1) どのような体制で検討が進められ

ているか。 

(2) どのような機能を持たせて、誰に、

どのように活用される施設として開

設するのか、そのイメージをお答えい

ただきたい。 

(3) 検討委員会のメンバーからは活発

な意見がたくさん出ていると思うが、

どのような意見が出ているのか。採用

されていない案も含め、特色ある意見

としてどのようなものがあったかお

伺いしたい。 

(4) 近隣自治体の施設と比較されてし

まうと思うが、例えば十和田の「かだ

ぁ～れ」などと比較し、売上規模で見

てどの程度を目指すつもりか。経済効

果をどのように判断していく予定か。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．青い森信用金庫の

跡地利用について 

青い森信用金庫 五戸支店が統合さ

れ、八戸駅通支店となった。その跡地を

町が譲り受けているが、現状まだ利活用

に至っていない。今後について以下のと

おりお伺いする。 

(1) 銀行跡地利用について現在どのよ

うな検討状況にあるか。 

(2) 先日、「五之魂」という地域おこし

をしようという集会に参加したとこ

ろ、本件に関する案の発表があった。

その場で様々なブラッシュアップが

図られたようだが、どのような意見を

得ていて、これからどのように進めよ

うとお考えであるのか。 

(3) 「五之魂」で発表された案の中には、

現在凍結されている「まちのえき」構

想にあった機能を実現しようという

ものがあった。「まちのえき」構想が

この場所で再び検討されるのも１つ

の未来だと思うがいかがお考えか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

５ 一 問
一 答 

鈴 木 隆 也 １．手話言語条例につ

いて 

 令和４年４月１日から手話言語条例

が当町において施行された。 

本条例の目的は「手話が言語であると

の認識に基づき、地域において手話への

理解及び普及を通じ、手話の使用しやす

い環境の構築に関して、基本理念を定

め、心豊かに暮らすことのできる地域社

会の実現に寄与すること」とされ、大変

意義深いものであり、決して形骸化され

るべきではない。 

この目的を果たすため、町は施策を推

進していると思うが、推進状況はいかが

か。 

 

   ２．ふるさと納税につ

いて  

ふるさと納税の制度が広く認知され、

全国的に寄附額が伸びる中、当町におい

ても今年度１億円を超える寄附額が見

込まれている。農家の皆様をはじめとす

る返礼品を生産・提供される方々や、そ

れらを取りまとめる行政職員の皆様に

は心から感謝申し上げたい。 

今後において、更に寄附額が伸びるこ

とが期待されるが、今、抱える問題点を

どのように捉え、改善していくおつもり

か、お考えを伺いたい。 

 


